
VI付篇

子持勾玉 （第17図）

横滝山出土とされる子持勾玉に関しては，寺村光睛 ・久我勇両先生により紹介済みであるが111,

今回実測の機会を与えられたので報告しておきたい。

~ 本例は両端が尖り全体的にバナナ状を呈
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し，背部に 3個，両側面に 2個ずつ，腹部

に1個の突起を有する。子持勾玉の突起は，

その名称通り勾玉に小勾玉状のものが付さ

れたと考えられているが，本例を見ると突

起と本体の接合部分を削り込み，突起を小

勾玉状に仕上げているわけではない。背部

5cm . ,n1Jifli部の突起は長さ 1.G~l. 8cm, 高さ

0.'1~0. 5cm, 肘さ0.8~0. 9cmである。腹

祁の突起は長さ2.5cm, 高さ1.8cm, 厚さ1.1cmと，背部・側面部の突起と比べてかなり大きい。

全長は 7.7cm, 各部突起を含めた幅は 4.5cm,厚さは 2.4cmをはかる。穿孔は両側面からな

され，孔径はO.4cm。紐ずれ痕は認められない。部分的に黒色の斑点が混じった暗い黄褐色を

呈する滑石製である。一部に削り痕をとどめるもののよく研磨され，全体的に丁寧な作りであ

る(2)。特殊な施文，線刻はなされていなし、。出士状況などに関しては不明である。

他に，県内では次の 8例がある(31。

(I) 佐渡郡真野町田切字小布施 (5) 上越市青野梅田新田（富士権現境内）(41 

(2) 同 金井町新保川東 (6) 新井市斐太（斐太神社境内）(5) 

(3) 西茄原郡弥彦山 (7) 糸魚川市田伏（奴奈川神社境内）16) 

(,1) j,i] 分水町国上字居下 (8) 同 笛吹田

子持勾玉は，勾玉状の本体に複数の突起を有するという基本的な特徴を有するものの，本体

の形状，突起の形 ・個数には多様性が見られる。現在のところこれらの多様性を整理し，分類

し，編年を確立するまでには至っていない。この間に，本体の断面形に着目 され，編年観を提

示されたのが，佐野大和氏である171。 すなわち氏は，円形→楕円形→矩形に近い厚板状→扁平

板状という順に形態変化をきたしたというのである。この変遷は遺構に伴う発掘例からすれば

ほぼ正しいようである。 横滝山例の断面は円形に近い楕円形で，小布施例，国上例と共に古い

段階に属している。県外の日本海側地域にも，このタイプの子持勾玉が比較的多く分布してい

る。 北では，秋田県由利郡西目村井1岳JIBI, 山形県西村山郡河北町谷地沢畑(91,同山形市翌の森(IOI,

同山形市七浦狐山叫同東置賜郡川西村中郷唸 一方富山県側に下ると，富山県氷見市谷屋咲
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同中新川郡立山町若宮追跡映石川県七尾市約屋町usし同羽咋郡常来町高田1161, 同小松市矢田町

新丸山聞等である。これらはすべて断面円形に近く，両端が尖りバナナ状を呈するものである。

年代推定可能な子持勾玉の最古のものは，現在のところ大阪府カトンボ山古墳から出士した

4点で，やはり断面が円形，桁円形を呈し， 5 世紀中頃とされているu~。 このような形の子持

勾玉が， 日本海沿岸地域に多く検出されている事実は，注意しなくてはならない。同様に古式

に属す子持勾玉が，関東，特に飯ケ浦周辺や朝鮮半島南部から出土していることも注意される。

一方，断面が矩形に近い厚板状で，背部の突起が形骸化して連続的に作られ，波状を呈する

子持勾玉が，畿内特に三輪山周辺や九小1-1沖ノ島など限られた地域にしか分布していないことは，

子持勾玉を使用する祭祀自体が変化したものか，またはその担い手が特定されていたことを示

すように思われる。

横滝山出士の子持勾玉は，出土遺構や共伴遺物が不明のため，その実態については明らかで

ない。しかし，今後は基礎資料の蓄積とともに，古墳文化全体の中からその意義を把握してい

く必要があろう。 （倉林真砂斗）
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